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浜名湖のボーリング柱状試料について

池谷　仙之■・和田　秀樹＊・大森　真秀＊

OntheBoringCoreSedimentsfrom Hamana Lake

NoriyukiIKEYA：HidekiWAI）A＊and Maho OHMORI♯

Forthepurposeofelucidatingtheenvironmentalchanges，boringcoresamplesofthe

lake sediments were collected from four sitesin Hamana Lake，Shizuoka Prefecture，

CentralJapan．Coresfromthefoursitesof85H－1，2，3，and86H－4are16．45m，41．46m，

50．45mand23．96mlong，reSpeCtively．ThecoredsedimentsareallofHoloceneage，and

thebottoms of allfour holesreached the boundarybetween Holocene and Pleistocene．

Thelithofaciesoftheboringcoresamplesweredescribedindetail．ThegeologiCalageof

the samples were determined by tephrochronological and14c methods．

A preliminary acoustic survey WaS donein thenorthenpartofthelake．Adistinct

sound scatterlnglayer was observed at　2－3m subbottomin the central part of the

basin．

Ⅰ．緒
口

浜名湖は日本太平洋側第一の汽水湖（水域面積

68．8km2）として知られ，また，この広大な水域を

取り巻く自然を舞台に，太古より活発な人類活動が

営まれてきた．この浜名湖はいつごろ生まれ，そし

てどのような変遷をたどって現在に至っているので

あろうか．その起源は，おそらく第四紀の最大海面

降下時（約18000年前）に深く下刻された谷地形に求

められ，その後海面上昇に伴い各種の堆積物が厚く

埋積して，現在見られる様な海岸線の入り組んだ古

浜名湾が形成されたと推定される．湖の形状を呈し

たのは，その後古天竜川が流出した多量の堆積物が

沿岸流によって湾口部に運ばれ，湾口が次第に狭め

られたことによると考えられる．こうしたことから，

埋積している湖の堆積物中には海水準の変動の記録

のほかに，湖内の，そして湖を取り巻く後背地の様々

な地学的環境の変遷の記録が残されているに違いな

い．一方，この堆積作用は現在もなお続行しており，

この湖もやがては埋め立てられ，次第に陸化してい

く運命にあると考えられる．現在の浜名湖は，その

南部で汀線と平行に発達する浜堤によって，ほぼ閉

鎖されており，今切口と呼ばれる狭い湖口により外

海との海水交換が行われている．過去の浜名湖の環

境も海水準の変動や地殻変動に伴うこれらの浜堤の

消長に大きく左右されたであろう．この湖はその形

成過程において，ある時は湖口部が沿岸流による砂

しの発達で閉鎖され，海水の流入が断たれて淡水化

し，またある時は地震による津波などによって，そ

の湖口部の地形はしばしば変えられたことも知られ

ている．

このような“浜名湖の生いたち〟　を地史的に明ら

かにするために，“浜名湖の起源と地史的変遷に関す

る総合研究〟（文部省科学研究費補助金による総合研

1987年3月23日受理

■静岡大学理学部地球科学教室Institute of Geosciences，Schoolof Science，Shizuoka University．Shizuoka422．
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究A）が1985年より3ケ年計画で組織された．本稿

では，この研究プロジェクトによって掘削された，

湖内における4本の湖底ボーリングについて，その

概要と得られた湖底堆積物の柱状資料の層序，相層

などの基礎的な記載を行った．今後これらのコアー

を用いて詳細な分析が行われるであろう各種の研究

の基礎試料としての便をはかろうとするものである．
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Fig．1．Locationmapofthedrillholein Hamana Lake．



浜名湖のボーリング柱状試料について

ⅠⅠ．浜名湖の地形と底質

地　形：Fig．1に示されるように，浜名湖は多くの付

属湖を持ち，その形状は複雑に入り組んでいる．湖

の総面積約69km2に対して，湖岸線は103kmにもお

よぶ．湖底の地形は周辺の地質構造と密接に関係し

て，その等深線は北東一両西方向を長軸とする三列

の舟底型盆地からなり，湖の北半部は水深6－12m

と比較的深く，南半部は4m以下と浅い．特に湖口部

付近は1m以下の浅瀬からなり，湖内への海水の流入

を妨げている．そのため人工的に水路（ミヨ）が竣

藻されている．また，南西方向に突き出た村櫛半島

によって隔てられた湖東部地域（庄内湖）では湖底

はほぼ平坦で2－3mの水深からなる．

底　質：浜名湖の底質は環境を規制する諸要因と強

い相関を示している．湖内に突き出した岬の延長部

分にあたる湖底および湖北沿岸の浅瀬は，古生層か

らなる岩盤またはそれらのレキからなり，外洋沿岸

水の影響を強く受けた水深の浅い湖南部地域および

湖東沿岸部には，淘汰の良い砂が分布する．湖央深

部と付属湖には主として陸水により供給された比較

的淘汰の良いシルトが沈積している．この湖央深部

は，夏期，湖水の成層によって無酸素状態となり，

硫化水素が発生する．また，都田川の河口部には淘

汰の悪い砂レキが堆積している．（詳しくはⅠKEYAand

HANDA，1972を参照）

ⅠⅠⅠ．音波探査による湖底堆積層の予察

湖底ボーリングを能率よく実施するため，また，

ボーリング地点の選定にあたって，予め湖内の沖積

層の厚さ，すなわち沖積層の基底の深度をおおよそ

推定する必要があった．しかし，湖岸平野部におけ

る既存ボーリングの資料から，湖中央部までの基底

を推定することは不可能であった．そこで，音波探

査により湖底下の地質構造を解析することとした．

浜名湖のような浅海で，しかも硫化水素が発生する

ような環境の海域では，一般的によい音波記録が得

られないことが予想された．しかし，浜名湖の基盤

が硬い古生層から成ることから軟質な沖積層との境

界はかなり明瞭であると予想され，その基盤の反射

記録があるいは得られるであろうと考え，音波探査

69

を行った．

調査域：水深5m以深を連続的に保つ湖央部と引佐

細江地域にかけて，Fig．2に示す北東一南西方向の3

測線とそれに直行する6測線（測線間隔は0．8－1．4

km，総延長32．5km）に沿って実施された．

使用機器：NE－19C2GEOSONAR（日本電気KK

製）．送信エネルギーは標準200Joule，発信方式は水

中花火放電発信法，中心周波数は600Hz，分解能約2

mのものを使用した．音響測深機はPS－10型を使用

し，東京湾平均海面を基準とした．船速は約0．5ktで

あった．

調査期間：1985年8月31日－9月1日（湖央部では

夏期，バクテリアによって硫化水素が発生すること

が知られており，音波探査の時期としては最悪であ
ーナ　1　　」－′　ゝ　　ゝ　　▼｛　　L l　や　　　　　　　　　　　　ヽヽ　、　　　L♪　／．．、　∴⊥′．＿■1」＿．LLrl　′，、　JJ「ナ　人　　l

るこ考えりrL7こか，ボーリン㌧γ（リ天上他日守期の郁言上

止むを得ずこの時期に行った．）

調査結果：Fig．3に示すように，湖底下の地質構造が

読み取れた測線の総延長は全測線の4分の1（約7．9

km）で，そのほとんどは本湖の調査域の周辺部地域

に限られる．即ち，湖央の周辺部（北および北西沿

岸部と本湖中央部の湖棚より急深となる水深10m以

浅の地域）である．これらの地域の底質は細砂また

は泥質砂から成る．それ以外の9測線のほとんどの

区域で音波散乱層が発生し，散乱層以深の湖底下の

地質情報は得られていない（ここで見られた音波散

乱層は湖底の多重反射が幾重にも連続するタイプの

ものではない）．この現象は，潟湖や内湾の，含水率

が高く有機質を多く含む泥質堆積物に生じやすく，

浜名湖でも水深約10m以深の，泥質堆積物が分布し

ている地域で，湖底下2－6．5m付近に生じている．

音波探査の記録から湖底下の地層はつぎの3層に

区分される．

i層：沿岸近接部と湖央の湖棚部を除く全測線にお

いて，湖底面と音波散乱層との間2－6．5mに淡い記

録として現れ，きわめて軟弱な泥質の表層堆積物か

ら成る．

ii層：ほとんどの調査区域で本層の上面付近に音波

散乱層が分布し，それより下部の情報を読み取るこ

とはできないが，湖棚の縁辺部および湖の沿岸部で

はこの散乱層がないため比較的よい反射記録が得ら

れている．記録中には希に内部反射面が現れるが，
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Fig．2．TrackandkeystationsoftheacousticsurveyinthenorthernpartofHamana Lake．

所々に強い反射面がみられ，砂層の挟在を示している．

その他には顕著な構造はみられない．本層は主とし

て細砂または泥質砂から成ると推定される．これら

の砂質堆積物は，調査区域周辺部から湖央部に向かっ

てしだいに軟弱な泥質堆積物に移化していると推定

される．層厚は平均約30mで，L－5測線の115測点

付近（本湖北岸）で最も薄く10m，また，C－3測線

の152測点付近（湖棚縁辺部）で最も厚く35m存在す

る．

iii層：湖棚の縁辺部と湖の沿岸部においてのみ記録

が得られている．本層の上面は強い反射面として記

録され，小規模（5m程度）な谷地形や起伏が見られ

る．基底部の記録は得られていないので，本層の厚

さは不明である．本層には部分的に強い反射面が現

れ，これによって上下の2層に区分される．全体と

して細かな平行反射面が記録され砂層と泥層との互

層から成ると推定される．

上部層－レキ質堆積物が記録された地域は，本湖北

岸のC－1測線1および2測点と本湖中央部のL－

3測線88および89測点の上部層である．また，岩盤

が本湖東岸のL－2測線69測点付近に記録された．

下部層一本層が記録された地域は本湖北岸のL－1，

L－3測線，本湖湖棚中央部のL－4測線，本湖西岸

のC－2測線で，いずれも砂層と泥層との互層から成

ると推定される．

音波散乱層について：音波探査による海底地質調査

が進むにつれて，日本各地の内湾でも，厚く堆積し

たシルト層の上面やその内部でこの現象が頻繁に発

生していることが明らかになってきた．建設省国土

地理院（1981）によれば，音波散乱現象が発生する

原因としてつぎのようなことがあげられている．音

波散乱層の分布する海域では，海底下に埋没谷や埋

没盆地があり，これを埋める堆積物として腐植土層

が分布し，そこから発生するガスが上部の粘土質か
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ら成る海成軟弱層（海底下2－5m）に閉じ込められ

ることによって生ずる．仙台湾でこのガスを分析し

た結果，CH。の濃度が高いことが知られた．こうし

た散乱現象がみられる場合，音波は散乱層の下位に

はほとんど透過しないと考えられる．浜名湖の場合

もこれと同様の原因が考えられるが，この現象をさ

らに解明するため，これらの層準のガスと間隙水を

採取し，その分析を行うこととした．

ⅠV．湖底ボーリング

ボーリング位置の選定について：音波探査の結果は

沖積層の基底を全体的に把握するには至らなかった

が，比較的良い情報が得られ，少なくとも40－50m

の厚さの湖底堆積物が存在する本湖中央部の湖棚縁

辺部をひとつの候補地とした．また，もうひとつの

候補地としては，泥質堆積物が厚く堆積していると

予想される本湖の最深部（水深12m）を選んだ．こ

れらの候補地における沖積層の基底の深度について

は全く未知であり，調査費用の範囲内（コアーの総

長100m）まで掘削することとした．両候補地におい

ては，沖積層の基底深度が浅い場合を考慮し，また，

湖内全域についての考察ができるように，上記の中

間地点と庄内湖の奥部の2地点を予備の候補地とし

た．

ボーリングの方法等：湖内のボーリングはロータリー

式オイルフィードボーリング機械を用い，堆積物が

非常に軟らかいか，または，多少締まっているかに

よって次の2つの方法（1）と（2）を用い，連続コアーの

回収につとめた．また，機械ボーリングの費用節約

のため，表層部の一部は人力によるブルームサンプ

ラー（3）を用いた．

（1）固定ピストン式シンウォールサンプラー：内

径74mm．N値が5以下の軟らかい堆積物の場合，

ステンレスパイプにピストンをつけ，パイプの荷重

で堆積物中に押し込む方法で行った．85H－1および

86H－4では，堆積物がほとんどシルト質であったた

め，全コア一についてシンクォールサンプラーを用

いた．85H－2および85H－3では表層数mの軟ら

かい堆積物のみを本法で採取した．コアーの回収率

は95－100％で，回収されたコアーは試料の水分の蒸

発，膨張，移動等を防ぐために溶かしたパラフィン

（松脂3％混入）を厚さ約5’cm程度，試料の上面に流

しこんで堆積物を密封し，水平に保って運搬した．

試料はステンレスパイプ1本ごとに専用の押し出し

器（Pl．1－6）で押し出し，塩ビ製の樋の上に乗せ

て分割した．

（2）トリプルチューブサンプラー：内径84mm．

三重管構造で，塩ビ管に試料を採取する方法で，砂

質や，やや締まったシルト，粘土質の地層に用いた．

試料は，塩ビ管に入った状態で得られ，溶かしたパ

ラフィンを厚さ約5cm試料の上面に流しこんで固定

し，移動させた．試料の分割は塩ビ管（厚さ3mm）

のみを電動鋸で縦に切断，2分割し，一方の塩ビ管

を剥ぎ取ることでコアーを露出させ，分割した．本

法では，1m毎の掘削長のうち，先端部のボーリング

シューの部分約13cm程の試料は，塩ビ管内に入らな

い仕掛になっている．この部分は，ボーリング現場

で，外気に触れないよう窒素ガスを流した容器の中

に入れ，その中でプラスチック容器に密封，間隙水

抽出用試料とし，残りをビニール袋に保存した．

（3）ブルームサンプラー：内径23mm．泥炭試料

採取用に考案された軽量のサンプラー（太田，1983）

で，通常，未固結の軟質な地層に使用されている．

本サンプラーは，陸上で沖積層を掘削するのに適し

ており，25cmずつ試料を採取することができるが，

湖底で使用したのはこれが最初であろう．86H－4Bに

おいて湖底より6mまでを本サンプラーを用いて，人

力で掘削した．

（4）BAT法による間隙水とガス試料の採取：間隙

水およびガス試料の採取にはBAT法を用いた．BAT

法はスウェーデン・BAT社が地下水のモニターと採

水のために開発した装置で，セラミックスのフィ

ルターを付けたチップを堆積物中に押し込み，この

チップと，あらかじめ真空にした試験管とを接続針

を通して合体し，試料を得る方法である．

湖底下の堆積物が粘土質の場合，一日の作業終了

後，BATの先端部分を約50cm堆積物に押し込み，

真空にした試験管を降ろして合体させ，そのまま一

昼夜放置し翌朝回収する．堆積物が砂質の場合には，

50－70cmBATを押し込み，粘土の団子を入れて不

透明層をつくる．以下粘土質の時と同様の操作を行

う．
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（5）回収堆積物からの間隙水の抽出：ボーリング

コアーのシュー部分と，85H－lBコア一，更に，86

H－4掘削時にアクリルパイプをつきさして採取した

間隙水用コアー（湖底下60cm）から，押し出し法に

よる間隙水の抽出を行った．抽出法は，油圧式ピス

トンにより堆積物を圧縮（約200kg／cm2）し，メン

ブランフィルターを通して漏出する間隙水をポリエ

チレンシリンジに捕集した．こうして得られた間隙

水の10mlを熱処理済みのアンプルにとり，アルゴン

ガス置換して封入しアミノ酸分析用とした．また10

mlを別にシリンジにとり，栓をして化学分析用試料

とした。更にのこりの間隙水を同位体分析用試料と

してアンプルに封入した．

ボーリング地点と掘削状況（Fig．1，Pl．1－1，2）：

85H－1：1985年12月4日～8日

位　置：本湖最深部（35045，59”N，137035，31”E）．

水　深：約12m．

方　法：シンウォールサンプラー（全コアー）

掘削深度：湖底より16．75m．

回収コアー：湖底より1．45～16．75m．

間隙水採集深度：湖底より4m，9．9m．

85H－1B：1985年12月10日

位　置：85H鵬1の北方約1m．

水　深：約12m．

方　法：シンウォールサンプラー（全コアー）

掘削深度：湖底より1．22m．

回収コアー：湖底より0．32～1．22m．

85H－2：1985年12月13日～21日

位　置：85H－1の南方約1．7km（34045′03’’N．

137035，31”E）．

水　深：約5m．

方　法：シンウォールサンプラー（0′、4．9m）

トリプルチューブサンプラー（4．9m′、）

掘削深度：湖底より41．72m．

回収コアー：湖底より0～41．64m．

BAT間隙水採集深度：湖底より12．40m，26．80m，

33．50m．

85H－3：1985年11月15日～30日

位　置：85H－2の南西方向約4．5km（34043，57’’

N，137033，54’’E）．

水　深：シンウォールサンプラー（0′～0．8m）
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トリプルチューブサンプラー（0．8m～）

掘削深度：湖底より50．45m．

回収コアー：湖底より0′～50．45m．

BAT間隙水採集深度：湖底より9．70m，19．80m，

32．30m，44．20m，50．75m．

＊0．8～8．5mまでは2mのチューブを使用，また

8．5m～では1mのチューブを使用．

85H－3B：1985年12月1日～2日

位　置：85H－3の南東方向約1mの位置．

水　深：約5m．

方　法：シンウォールサンプラー（0～0．8m）

トリプルチューブサンプラー（0．8m～）

掘削深度：湖底より9．70m．

回収コアー：湖底より0～9．55m．

＊全コア一について1mのチューブを使用．

86H－4：1986年9月28日～10月2日

位　置：庄内湖奥部（34044’44”N，137038’21”E）．

水　深：約3m．

方　法：シンウォールサンプラー（全コアー）

掘削深度：湖底より24．50m．

回収コアー：湖底より4～24．50m．

86H－4B：1986年9月29日へ／30日

位　置：86H－4の北西方向約2m．

水　深：約3m．

方　法：ブルームサンプラー

掘削深度：湖底より6．0m．

回収コアー：湖底より0．4′～5．98m

（6）ボーリングコアーの分割方法：コアー試料の

深度は，一本毎の試料の上面が掘削開始深度に一致

するものとした．試料回収率が100％より低い場合は，

試料の掘削によるショートニングは起きていないと

考え，試料の実際の長さの不足分は，欠損とした．

試料の分割は，Fig．4に示すように，地球化学的分析

および軟Ⅹ線解析用に20cm，その他の分析用に5cm

毎の単位で行った．尚，コアの外表面は試料のコン

タミネーションを避けるために1－2mm削りとられ

た．分割した試料の番号と量，研究対象と試料の送

付先を以下に示す．
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Fig．4．Scheme of subdivision of the unit core for

Sampling for various scientific researches．Llis

for geochemicalsamples．L2for the archive，Rx

forthe X－rayphotograph，and Rl・2forsedimen－

tologicalandmicropaleontologiCalsamples．

試 料

番 号
間　　 隔 研　 究　 対　 象

研 究 者

（試料送付先）

L l 0 －　5 cm C 同位休，C ′／N 比 中井信之

（名古屋大学）

小椋和子5 －10em

10－15cm

保存 （85H － 1 につい

ては有機地球化学）

保存

（都立大学）

151・20cm 保存

L　2 0 －－　5 em C ／S 比 ，S 分析 松本英二

（地質調査所）

5 －10em 保存

10－15e∬l 保存

15・－20（3m 保存

R X 0 －－20cm 軟 Ⅹ線 による堆積構造 大塚謙一一一

の解析試料 ．透 明プラ

スチ ックケース

（5 ×20 ×1 cm ）に採取 ．

（静岡大学）

R l 0 － 5 cm 有孔虫

介形虫

軟体動物

北里 洋

（静岡大学）

池谷仙之

（静岡大学）

松島義幸

（神奈川県博）

R 2 a 0 －1em 珪藻 阿久津浩
（小山南高）

鹿島 彙
（東京大学）

R 2 b 0 －1em 渦べん毛藻 松岡数充
（長崎大学）

R 2 C 0 【lem 花粉 松下まり子
（神戸大学）

R 2 d 1 5 etn

I

桂皮分析 木宮一一一一邦
（静岡大学）

B A T
l

事
l

l間隙水およびガス分析 加藤義久
l（東海大学）

石塚明男
（東京大学）

和田秀樹
（静岡大学）

V．柱状試料の記載

浜名湖本湖の3地点および庄内湖1地点から得ら

れたボーリング柱状試料の全体的岩相記載は，Fig．5

のようにまとめられた．浜名湖の4地点を通じて観

察された鍵層となる火山灰は，Ah（鬼界一アカホヤ）

のみであった．Os（大沢スコリア）とKgp（カワゴ

平パミス）は85H－1，86H－4から検出され，今後の

試料検討によっては，全地点から発見される可能性

がある．また，85H－3（44．59m）からOKI（ウルルン

ー隠岐）が確認された．

詳細な岩相記載はFig．6（2）～（28）に示した．本

図の記載方法については，Fig．6－（一1）に示した．
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Depth（m）　Core DescrlPt10n

■1－5

（6．38－8．09m）

＄ilt patch

（6．70－6．90m）

●114C
3080±180

VO s

VKgp

V A h

VO ki

O

△

●

『

巨e

DeSCription separately
Writtenin end ot the
COlumn＄．

＄hort deSCription．

Lamination between　6．70m
and　6．90m．

14c age determination on
WOOd．（by N．Nakai）

0＄aWa SCOria．（from Mt．Fuji）
（Ca．3．000　8．P．）

Kawagodaira pumice．（trom

Amagi Mt＄．）（ca．3，000　B．P．）

Kikai－Akahoyatephra
（ca．6，300　8．P．）

U］reung－Oki tephra

（ea．9，300　B．P．）

Pelecypoda

Ga＄trOPOda

Wood fragment．

PhytoclaSt．

Partly disturbedlayer by dr川irTg
Or SamPling of BAT systerTl．

Fig．6（1）KeytosymboIsusedonL．Hamanalithologic core descriptions summary forms．
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Depth（rn）　Core DescrlPt暮On

Fig・6（2）Lithologic description of L．Hamana boring core85H－1（0．00m－6．00m）：＊1－1（1．49－2．

90m）Massivegreenishgrey silt．Many fragmentalphytoclasts．H2S smell．＊172（2．90－4．10m）

Massivegreysilt・Manyfibrousphytoclasts．H2Ssmell．＊1－3（4．4175．30m）Greysilt，OCCaSionally

yellowishgrey・Manyfibrousphytoclasts．H2S smell．＊1－4（5．31－6．20m）Greysilt，OCCaSionally

brownishgrey．Many fragmentalphytoclasts．
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Depth（m）Core Description Depth（m）　Core DescrlPt10n Depth（m）　Core DescrlPtJOn

Fig．6（3）Lithologic description of L．Hamana boring core85H－1（6．00m－12．00m）：＊1－5（6．38－8．

09m）Greysilt，OCCaSionallyincludingbrownishandlightgreysiltlayers（0．2－2mminthickness）

withlamination．Manyfinephytoclasts．＊1－6（8．20－9．90m）Greysilt，includingblack andlight

greylayers（1－3mminthickness）withlamination．Scatteredwithfragmentalphytoclasts．＊1－

7（10．00－11．41m）Brownish grey，OCCaSionallywith dark andlight greylamination．Fragmental

phytoclastsoccasionallyfound．＊1－8（11．41－12．60m）Brownishgreysilt，OCCaSionallywithlight

grey and brownlamination．
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Depth（m）　Core DescnptIOn

6

15

7 ・

8

1℃－7140±140

O Jl

一卜什agm e11b of
　 廿1（raCica

＿－＄l℃”fra卵 鵬Pe地k く＞3m m）

Fig．6（4）LithologicdescriptionofLHamanaboringcore85H－1（12．00m－18．00m）：＊1－9（12．66－14．

24m）Grey silt，OCCaSionally withbrown，lightgrey andblacklamination．Fragmentalphyto－
Clasts occasionally contained．＊1－10（14．26－15．80m）Massive grey silt，OCCaSionally slightly

Sandy silt．Shell fragments frequently contained．＊1－11（15．80－16．20m）Grey silt，COntaixing

Sandstone pebbles（¢0．5－2．0cm）．Manyshellfragmentsofgastropodaandpelecypodacontained．
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Depth（m）　Core Description Depth（m）　Core DescrlPt10n Depth（m）　Core Descr．pt，On

0

1 ・

2

■18－1 の3㌢・12 2m）

・トIight gray ＄ilt

一一light gray silt

」
Fig・6（5）LithoIogicdescriptionofL．Hamanaboringcore85H－lB（0．00m－6．00m）：＊1B－1（0．32－1．

22m）Dark greengreenish grey silt，OCCaSionally with black andlight greylamination．

Scattered with shell fragment＆．H2S smell．
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生監禁hbbck
＋greyjSh black

band

■2－1（0．32．0月21巾

欄十greybIaGk

Silt band

／完＿790±100
△一l

・－d別七g帽y

（0．95－134r巾

・－Par坤＄批

一一Shel什a911entS

手付帽鑓鵬

14C－3980±120
△一l
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Depth（m）　Core DescrIPt10n

4

．1 2

．3 8

5 ・

6

－

14C －51∝）±110

△イl

I t f　 eI鷹S
JトP an ragrIl　　（5ぐm）

」トSih

14C －57∝）±120

■Jl

一一Silt
■→トCOnCretion

→トSilt

→トSilt

→トSilt

曽 2－5 （3．20－3．75m

△

Fig．6（6）Lithologic description of L．Hamana boring core85H－2（0．00m－6．00m）：＊2－1（0．32－0．

62m）Darkgreymassivesilt，Withdarkgreyfinesandlayers．Phytoclastsand shellfragments

OCCaSionallycontained．H2Ssmell．＊2－2（2．00－2．45m）Massivedarkgreysilt，Withfineqrained

Sandypatches．Scatteredwithfragmentalphytoclastsandshellfragments．H2Ssmell．＊2－3（2．

45－3．20m）Massivedarkgreysilt．Manyshellfragmentscontained．H2Ssmell．＊2－4（3．2073．75m）

Darkgreymassivesandysilt．Many丘brousphytoclastsandshellfragmentsfound．H2Ssmell．

＊2－5（5．36－5．76m）Greenishblackfinesand．Scatteredwith woodchips．
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Depth（m）　Core Description Depth（m）　Core Descnpt10n Depth（m）　Core DescnptIOn

Fig．6（7）Lithologicdescriptionof L．Hamana boring core85H－2（6．00m－12．00m）：＊2－6（7．01－7．

65m）Massivesilt．Shellfragmentsoccasionallyfound．
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Depth（m）CoreDescription Depth（m）CoreDescrJPt．On Depth（m）Core DescrlPt10n

Fig・6（8）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore85H－2（12．00m－18．00m）．



84

Depth（m）　Core Description

1 8

1 9 ・

2 0

ィト W O O d

→ト S ilt

●●●●●●●■●●●●●●●●
●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●

池谷仙之・和田秀樹・大森真秀

Depth（m）　Core DescnptfOn

0

1 ・

2

一一fin e s a n d

よ r 電 設 2 ，伽 ，

′＿一二＄itt

・エ■LAJ＿しい∴・‘・
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一 ・位1．15 ゼ1瓜 r巾

一トS iltく2 c m ）

くトS ilt（2 c m ）

Depth（m）　Core Descnpt10n

2

3 ・

■2－7
（22月〔ト22．74m）

・一・位aよト2∽ l巾
→トW OOd

lーW OOd

→トW OOd

4

Fig・6（9）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore85H－2（18．00m－24．00m）：＊2－7（22．30－22．

74m）Alternationofdarkgreenishgreyfinesandandtuffaceousmediumsand，withsiltlayers

（1－2cminthickness），22．53－22．65msubbottom．Scatteredwithfragmentalphytoclasts．
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Depth（m）　Core DescnptIOn

8

9 ・

8 4

0

Slim e

・－ イ28．4⊆ト28 54 m）

ィトC OnCretion

■2－8
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■ト Sh ell
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14C －7470±1く犯

△一t

＋ C OnC re tio n

Fig．6（10）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore85H－2（24．00m－30．00m）：＊2－8（28．62－

29・07m）Alternationoffinesandlayers（1－2．5cminthickness）andthinnerlaminatedsiltlayers（2－
10cmin thickness）．
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Depth（m）Core Descr．pt・On Depth（m）Core Description

Fig・6（11）LithologicdescriptionofLHamanaboringcore85H－2（30．00m－36．00m）：＊2－9（30．29－

30・94m）Darkgreenishgreysilt，OCCaSionallywithlightolivegreypatches．Upperhalfofsilt
COnSistsofthinlamination・＊2－10（33・00－33・18m）Massivegreenishgreysilt、Shellfragments

COnCentratedintheuppermostpart・＊2－11（33・89－35．80m）Massivedarkgreenishgreysilt．Shell

fragmentscontained．
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Fig．6（12）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore85H－2（36．00m－42．00m）：＊2712（36．89－

38．00m）Massivedarkgreenishsilt．Manyshellfragmentscontained．＊2－13（38．00－38．25m）Dark

greenishgrey silt，OCCaSionallywith丘nesandlayers（1－3cminthickness）・Fragmentalphyto－

clasts．＊2－14（38．37－38．85m）Dark greenish grey silt，With manyfine sandlayers（2－10cmin

thickness）．Phytoclastsandshellfragmentsfoundoccasionally．
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Depth（m）Core Description Depth（m）　Core DescrIPt10n Depth（m）　Core Description

Fig．6（13）Lithologic descriptionof L．Hamana boring core85H－3（0．00m－6．00m）：＊3－1（0．00－0．

30m）Darkgreenishgreysilt．Manyshells（pelecypoda）atthe depth of O．00－0．20m are found．

＊3－2（0・30－0．50m）Darkgreyfinesand．irregularboundaryofsiltandsandlayersisfoundat

thedepth of O・30m・＊3－3（4．80－5．60m）Dark greyfine sand．Fragmentalphytoclasts（5．07m

Subbottom）anddense phytoclastslayers（5．12－5．19m subbottom）．
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Depth（m）　Core DescrlPt10n

Fig・6（14）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore85H－3（6．00m－12．00m）．
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Depth（m）CoreDescription Depth（m）CoreDescrlPtIOn Depth（m）Core DescrlPtIOn

Fig・6（15）LithologicdescriptionofL・Hamanaboringcore85H－3（12・00m－18・00m）‥＊3，4（12．80－

12・97m）Darkgreenishgreyfinesand・Carbonizedfragmentalphytoclasts・＊3－5（13，55714．32m）

Darkgreenishgreyfinesand・Scatteredwithfragmentalphytoclasts・＊3－6（14．72－16．12m）

Darkgreenishgreyfinemicaceoussand・Fragmentalphytoclastscontained．＊3－7（16．90－17．

11m）Darkgreenishgreyfinemicaceoussandwithsiltylayers（0・5－1cminthickness）inthelower
Part．
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Depth（m）Core Description Depth（m）CoreDescr．PtFOn Depth（m）Core DescrIPtJOn

Fig・6（16）LithologicdescriptionofL・Hamanaboringcore85H－3（18．00m－24．00m）：＊3－8（19．55－

20・10m）Dark greenishgreyfine sandwithclay clasts at the depths of19．80m and20．02m．

Alternationofsiltandfinesandlayersinthelowerpart，Shellfragmentsaredetectedinthe

uppermostpart・＊3－9（20・85724・00m）Darkgreenishgreyfinesandwiththinnersiltylayers

（lessthanlcminthickness）・Containfragmentalphytoclastsindepthof23．08m．
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Depth（m）　Core DescrlPtfOn
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Depth（m）　Core DescrlPtIOn Depth（m）　Core DescnptIOn

Fig・6（17）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore85H－3（24．00m－30．00m）：＊3－10（24．00－

25・70m）Greenishblack再nesandwiththinnersiltylayers（lessthanlcminthickness）intheupper

andlowerparts・Fibrousphytoclastsarefoundatthedepth of24．09mand25．04m．＊3－11（25．

75－27・67m）Dark greenish grey fine sand with thinner siltlayers（1cmin thickness）in the

uppermostandlowermostparts．＊3・12（27．67－28．19m）Darkgreenishgreymassivesilt．＊3－

13（29・60－30・69m）Mediumbluishgreysandysiltoccasionallywithdarkgreenishgreyfinesand

layers（2－6cmin thickness）andlight bluish grey siltlayers（less thanlcmin thickness）．

Fragmentalphytoclastsintheupperhalf．
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Depth（m）　Core DescrlPtl0n

Fig・6（18）Lithologicdescription of LHamanaboringcore85H－3（30．00m－36．00m）：＊3－14（30．

70－31・67m）Alternationofmediumbluishgreysandysilt（4－7cminthickness），darkgreenishgrey

血esand（3－10cminthickness）andmassivesilt（5cminthickness）．＊3－15（34．80－35．30m）Dark

greenishgreymassivesiltwithdarkyellowishbluesiltlayersorpatches（1－2cminthickness）at
34．90，34．95，35．03，35．12，and35．74msubbotom．
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Depth（m）　Core Description Depth（m）　Core Descr●Ptl0n Depth（m）　Core Descnpt10n

Fig．6（19）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore85H－3（36．00m－42．00m）：＊3－16（36．84－

37．68m）Darkgreenishgreymassivesiltoccasionallywiththinnerfinesandlayers（1essthanlcm

inthickness）intheupperhalf．Scatteredwithfineshellfragments．＊3－17（40．10－42．34m）Dark

greenish grey massive silt occasionally with olive grey siltlayers or patches（1－3mmin thi－

Ckness）．Scattered withfineshellfragments．
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Depth（m）CoreDescr．PtIOn Depth（m）CoreDescr．pt10n Depth（m）CoreDescrlPt10n

Fig・6（20）LithologicdescriptionofL∴Hamanaboringcore85H－3（42．00m－48．00m）：＊3－18（42．40－

43・47m）Greenishblackmassivesiltwitholivegreysiltpatchat42．95－43．00m subbottom．Fine

Shellfragmentslayeratthedepthof42．75and43．05marecontained．＊3－19（45．60－46．75m）Dark

greenishmassivesilt・Manyshellfragmentscontained．＊3－20（47．80－48．72m）Brdwnishblacksilt

Witholiveblackthinnersiltlayers（lessthan2mminthickness）andsiltclastintheupperrnost

part・Scatteredwithcarbonizedfinefragmentalphytoclastsandslightlylargeplantfragments．
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Depth（m）　Core Description Depth（m）　Core DescrlPt10n Depth（m）　Core Descnpt■On

Fig．6（21）LithologicdescriptionofL Hamanaboringcore85H－3（48．00m－54．00m）．
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Depth（m）CoreDescnptl0n Depth（m）CoreDescnpt．0n Depth（m）CoreDescr．ptl0n

Fig・6（22）LithologicdescriptionofLHamanaboringcore85H－3B（0．00m－6．00m）：＊3B－1（0．00－

0・70m）Darkgreymediumtofinemassivesand．Manyshellfragmentsarefoundinthelowerm。St

part・＊3B－2（0・80－5・40m）Greenishblack血emassivesand，Withgreenishblacksiltysandlayer

atthedepthof2A3－2・60m・ManyshellfragmentsarefoundatdepthofO．82－0．92，1．10－1．32mand

l・80－1・90msubbottom・Phytoclastsinthedepthofl．45m．
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Depth（m）　Core Description Depth（m）　Core DescrlPt10n Depth（m）　Core Descnpt．on

Fig．6（23）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore85H－3B（6．00m712．00m）：＊3B－3（8．70－

9．37m）Dark greenishgreymedium sand．
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Depth（m）　Core DescrlPtjon Depth（m）　Core Descnpt10n Depth（m）　Core Descr．pt10n

Fig．6（24）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore86H－4（0．00m－6．00m）：　＊4－1（4．00－5．

63m）Greenishblackmassivesilt．Scatteredwithfinephytoclasts，Shellfragmentsandpebbles．

＊4－2（5．66－7．06m）Greyisholivegreensilt，OCCaSionallyintercalatedbyblackandbrownlaminae

（lessthanlmminthickness）．Fineshellfragments，fragmentalphytoclastspebblesandfishbone

are contained．
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Depth（m）　Core DescrIPtion Depth（m）　Core DescrlPt10n

Fig・6（25）LithologicdescriptionofL・Hamanaboringcore86H－4（6・00m・12・00m）：＊4－3（7．06－9．

07m）01iveblacksilt，intercalatedbymanybrownishgreylaminae（lessthanZmminthickness）
inthelowerhalf・＊4－4（7・75－8・73m）Darkgreenishgreysilt，intercalatedbybrownishlaminae

（1essthan2mminthickness）・Burrowsarefoundatthedepthof8・12－8・22and8・26－8・29・Manyshell

fragmentsscatteredinthewholecore・＊4－5（8・73－8・87m）Oliveblacksilt，intercalatedrhyth－

micallybylightgreylaminae（3mminthickness）・Manyshellfragmentsfound．＊4－5（8．73－

8・87m）01iveblacksilt，intercalatedrhythmicallybylightgreylaminae（3mminthickness）．
Manyshellfragmentsfound・＊4－6（9・00－10・97m）Darkgreenishgreymassivesilt．Abundant

負neshellfragments and phytoclastscontained，（continued）



Depth（m）Core Description

浜名湖のボーリング柱状試料について

Depth（m）Core Descnpt10n

一一一PatCh

（14．2ひ－1428m）

●‾て14．30－14．64m）

＿－PatCh

■（14．64－14．73m）

（14．74－15．12m）
一一W00d

一一一bbck patch

yAh（10mm）
一一SheI

（15．78－18．00m）

一一＄heれ

101

Depth（m）　Core Description

‘－116．00－16．18m

i‾bbCkband

△

■4－9
（16．20－18AOm）

△

●‾116．40－16．55m

一一WOOd

一一WOOd

トe
・一・（17．1；ト17．1伊巾

LphytocLast
（17．21－17．38m）

・－・（17A0－1745r巾
■

訂‾finesand
・一・（17月か・17．60巾）

一■－WOOd

一一fhe sand

（17．80－18．00m）

Fig・6（26）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore86H－4（12．00m・18．00m）：＊4－9（16．20－

18AOm）Darkgreenishgreymassivesilt，intercalatedbyweakthinnerlaminae（lessthan2mm

inthickness）・A burrowisfoundatthedepthof18．00－18．08m．Manyshellfragmentsand fine
phytoclastscontained．

（continued）　＊4－7（10・97－11・70m）Dark greyisholive shilt，OCCaSionallyintercalatedby

brownish thinnerlaminae（lessthan2mminthickness）．　Scattered with fragmental

phytoclasts・＊4－8（11・70－16．00m）Greyisholivegreensilt，intercalatedbyo】ivegreythinnerlam－

inae（lessthan2mminthickness）intheupperandlowerparts．Scatteredwithfinephytoclasts．
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Depth（m）　Core DescnptJOn Depth（m）　Core DescrlPtIOn
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Fig・6（27）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore86H－4（18．00m－24．00m）：＊4710（18．70－

19・75m）Greenishblackmassivesiltwithlightgreysiltysandandfinesandpatches．Manyshell
（gastropoda），finephytoclastsandconcretionsofsiltcontained．Burrowsarefoundatthedepth

Of19・75m・＊4－11（20・45－22・38m）Darkgreenishfinemassivesand．Manyshellfragments，SPine

Ofechinoderms，pebbles，andwoodchips．Aburrowisfoundatthcdepthof20．05－20．15m．＊4－

12（22・70－23・36m）Brownishblackfinesandwithmanyburrows．Woodchipsandfinephytoclasts

COntained・＊4－13（23・73－23・96m）Brownish blacksandysilt withcoarsesandandpebbles．
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Depth（m）Core Descr．pt■On Depth（m）CoreDescr．pt．on Depth（m）Core Description

Fig・6（28）LithologicdescriptionofL．Hamanaboringcore86H－4B（0．00m－6．00m）．
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Platel．DrilloperationsonHamana Lakeandthecoresrecovered．

1－1：Workingplatformonthe85H－3station（5minwaterdepth）．Fourironlegsof20

metersinlengthareadjustabletowaterdepthsandsetuponthelakebottom．The

platformcanbetowed，aSitistotheworkingstationasfloated．

1－2：Working platform set up by supportinglogs on the86H－4station（3min water

depth）．

1－3：LoweringtheBATsystem（watersampler）inordertocollectinterstitialwaterat

the85H－2station（5minwaterdepth）．Watersamplerwassetatthebottom ofthe

drillhole．InterstitialwaterpercolatesintoaglasstubethroughaceramiCfilterover

Onenight．

1－4：Samplingbythe ttBloomcoresampler”（≠23mm）andthemechanicalboringatthe

86H－4station（3minwaterdepth）．

1－5：Columnarsamplesrecoveredbythet’tripletube”and”thinwall”samplersfromthe

Hamana Lake．Both sampling tubes devised with polybinyl chloride and blass，

respectively，Werefilledwithsediments．

1－6：Cored sediments were recovered from the blass tube（thin wall sampler）by a

t’piston－typeSqueeZlng apparatuS”．A core containingsediments wascutinto20cm

Sections for the sake ofvarious scientific research works．
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Plate2．SelectedvoIcanictuff1ayersfoundin85H－1．2．3．and86H－4cores．

2－1：Os（Osawa scoria）（6．52m subbottom．7mmin thickness）and Kgp（Kawago－daira

pumice）（6．57msubbottom．3mminthickness）inthecore85H－1．

2－2：OsandKgptephrasfoundinthecore85H－1．

2－3：Os（4．86msubbottom．3mminthickness）andKgp（4．95msubbottom．2mminthick－

ness）inthecore86H－4．

2－4：Oki（Urleung－Okitephra）（44．58msubbottom．30mminthickness）inthecore85H－3・

2－5：Ah（KikaiLAkahoyatephra）（8．98msubbottom．10mminthickness）inthecore85H－

2．

2－6：Ah（14．25msubbottom．15mminthickness）in thecore85H－1．

2－7：Ah（15．75msubbottom．10mminthickness）inthecore86H－4．

・
1
こ
r
 
l
▼
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Plate3．Photographsofsedimentarystructureandfossilsobservedinthecores85H－1and

85H－2．

3－1：Brownishdarkgreyandlightgreylaminationinthegreysilt（85H－1．6．70～6．90m

Subbottom）．

3－2：Black andlightgreylaminationinthegreysilt（85H－1．8．20～8．40msubbottom）．

3－3：Phytoclasts（darklayersandclods）andshellfragments（whitespots）foundinthe

Siltysand（85H－2．4．07～4．19msubbottom）．

3－4：Phytoclasts（darklayersandclods）andshellfragments（whitespots）foundiIlthenne

Silt（85H－2．7．17～7．29msubbottom）．

3－5：Siltlayersinthefine sand containingmany shellfragments（white spots）（85H－2．

12．50m subbottom）．

3－6：Alternationofsiltandsand（85H－2，25．97～26．08msubbottom）．Manyshellfrag－

ments（whitespots）arefoundinthesandlayers．
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Plate4．Photographsofsedimentarystructuresandfossilsinthecore85H－3．

4－1：Densephytoclasts（darkparts）foundinthefinesand（5．10～5．20msubbottom）．

4－2：Thinnersiltlayers（3mminthickness）inthefinesand（21．17～21．90msubbottom）．

4－3：Wavysiltlayersinthefinesand（25．77～25．90msubbottom）．

4－4：Alternationofsiltandsandlayers（33．08～33．20msubbottom）．

4－5：Sandpatchescontainingshellfragmentsinthesandysilt（36．21～36．33msubbottom）．

476：Silt clods and shell fragments（white spots）in the massive silt（38．44～38．57m

Subbottom）．
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